































































































































































































































































































































































































































首都圏西部地域は，関東経済産業局が 1998 年から「TAMA プロジェクト（Technology 
Advanced Metropolitan Area：技術先進首都圏地域」として取り組んできたものであり，こ
の先駆的なプロジェクトが産業クラスター計画の原型となった。推進組織である社団法人




























































































































































































のが表 1 である。オフィス入居企業を公募しているのは一都三県で約 100 ヶ所あり，その
うち特別区部が 73 ヶ所，東京都区部以外が 9 ヶ所，神奈川県が 6 ヶ所，千葉県が 8 ヶ所，

































特別区部 オフィス数 周辺部 オフィス数
中央区，港区 16 三鷹市 5
千代田区 8 川崎市 4
新宿区，品川区，台東区 4 千葉市，木更津市，川口市 4
大田区，江東区 3 八王子市，横浜市ほか5市 1
渋谷区ほか4区 2
豊島区ほか4区 1
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investigate	 the	characteristics	of	 the	regional	 innovation	system	 in	 the	
Tokyo	metropolitan	area	in	recent	times	from	the	viewpoints	of	industrial	
policy	and	urban	redevelopment.
